
〔普及の現場から〕 

笠岡湾干拓での省力栽培の試みについて 
        井笠農業普及指導センター 

 

１ はじめに 

 笠岡湾干拓地では(農)干拓コントラがトウモロ

コシの二期作栽培に取り組んでおり、本年で５期

目、作付けのべ面積は約 400ha となっています。 

 しかし、面積拡大とともに、１期作の収穫と２

期作の播種作業が重なり、労働が集中することが

課題となってきました。 

 また、播種時期に雨量が少なく発芽が遅延 

する等の影響がでるため、播種方法の検討をすす

め、本年は、全国的にも珍しい部分耕起による播

種を行いましたので、その取り組み状況を紹介し

ます。                       

 

２ 部分耕起播種への取り組み 

 二期作トウモロコシのポイントは二作目のトウ

モロコシの収穫時期である１２月までにいかに登

熟させるかです。 

 そのためには、１期作収穫後にできるだけ早く

播種を行い、発芽させる必要があります。 

  １期作収穫時には乾燥状態で土は固く、不耕起

栽培では土との接触が不均一になり、発芽がバラ

ツキにみられます。 

 

【写真１】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このため、考えられのが播種部分を耕起する部

分耕起栽培です。 

 一昨年に試作を行い、本年は部分不耕起による

播種を約 80ha で行いました。 

 この方式はまず、「ストリップティル」(写真１)

と呼ばれる中耕機で播種部分を耕起し、その後、

播種を行う方式です。 

 従来の播種方法は、収穫後にプラウによる深耕、

ハローによる耕起を行い、その後、播種を行いま

すが、中耕機は写真２のように１期作で作付けさ

れたトウモロコシの条間を耕起し、その後プラン

ターで耕起部分に播種を行います。 

 

 部分耕起後の状態が写真３の状態です。 

 

【写真２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真３】  

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３ 部分の耕起の効果と課題 

（１）効果 

 １）作業労働時間の短縮 

 従来のプラウ＋ハロー区ではｈａ当たり 2.5 時

間でしたが、不耕起区では播種時間と合わせて

0.95 時間と約 60％の短縮が図ることができまし

た。（表１）これにより労働生産性が著しく向上

し、省力化の効果は高いと思われました。 

 

【表１】 

 

 ２）発芽状況・生育収量成績 

 従来区と比較して発芽や生育収量差は明確では

なく、播種方法による違いよりも、本年は天候に

よる影響が大きく関係しました。 

（２）課題 

 労力・時間・燃料が大幅に節約されるとともに

大面積の播種が可能となりましたが、一方では購

入コストが高くつきます。投資と節約可能なコス

トとの比較検討が必要です。 

 また、「ストリップティル」は非常に重く、効

率的に稼働させるには、100ＰＳ以上の大型トラク

ターが必要となります。 

 さらに、より省力化を図るためには、今後、播

種機と一体型のタイプが開発されることが望まれ

ます。 

プラウ耕 ハーロー耕 部分耕起  播　種 　合　計

慣行区 ０．８ １．０ ０．７ ２．５

部分耕起区 ０．２５ ０．７ ０．９５


